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近年、フレキシブルエレクトロニクスは形状追従性、薄さ、軽さといった特徴により、生体に

ストレスなく圧力や温度をはじめとした様々な生体情報を感知できるデバイスとして注目を集め

ている。柔らかく複雑な立体構造を有する生体表面に密着装着でき、装着しても違和感のない生

体調和デバイスを実現する手法の１つとして、デバイスの厚さを薄膜化する手法がある。 

我々は、厚さが１マイクロメートル程度の極薄の高分子フィルム上に有機エレクトロニクスを

形成することで、生体表面に追随するウルトラフレキシブルなセンサを作製する技術を確立した。

さらに、伸縮性のある基材とウルトラフレキシブルなデバイスを組み合わせることで、伸縮可能

なエレクトロニクスを実現することに成功した。 

本講演では、我々の技術に加えフレキシブル/ストレッチャブルエレクトロニクスの現状と今後

展望に関して紹介する予定である。 
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